
広報美郷　平成20年1月号 4

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

十
九
件
を
可
決
・
同
意

第8回 

　
平
成
十
九
年
第
八
回
町
議
会
定
例
会

が
十
二
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

四
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
十
九
年

度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予

算
な
ど
十
九
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
行
政
報
告（
一
部
抜
粋
）

約
一
億
九
千
万
円
の
未
納
金

回
収
の
取
り
組
み
を
強
化

　
町
税
や
各
種
使
用
料
や
負
担
金
等
の
未
納

金
が
約
一
億
九
千
万
円
余
り
あ
り
、
町
財
政

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
税
負
担
等

の
公
平
性
や
財
源
確
保
の
た
め
に
関
係
各
課

長
で
組
織
す
る「
美
郷
町
滞
納
対
策
本
部
」と

税
務
課
内
に
新
た
に「
滞
納
対
策
班
」を
設
置

し
、
各
種
未
納
金
の
回
収
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

協
働
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

基
本
的
な
方
針
を
策
定

　
住
民
が
お
互
い
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う

共
助
の
醸
成
、
地
域
づ
く
り
や
地
域
社
会
へ

の
貢
献
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら

町
職
員
に
よ
る
検
討
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

関
係
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、「
協

働
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
こ
の
方
針
を
具
体
化
す
る
た
め
、

実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
し

て
い
る
方
々
と
町
職
員
に
よ
る
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
検
討
に
着
手
し
て
お
り
ま
す

が
、
更
に
社
会
福
祉
協
議
会
や
既
存
の
人
材

バ
ン
ク
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
調

整
や
棲
み
分
け
な
ど
を
整
理
し
、
事
業
化
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

地
域
内
交
通
の
あ
り
方
を
検
討

　
六
月
八
日
か
ら
十
一
月
二
十
七
日
ま
で
に

四
回
の
内
部
検
討
会
を
開
催
し
、
町
全
体
の

公
共
施
設
利
用
、
通
勤
、
通
学
、
通
院
や
地

域
内
交
流
の
促
進
や
生
活
バ
ス
路
線
の
廃
止

に
よ
る
代
替
交
通
の
確
保
な
ど
、
福
祉
、
教

育
、
産
業
、
住
民
生
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
で
、
町
の
地
域
内
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
町
の
地
域
内
交
通

と
し
て
は
、
地
域
内
交
流
と
公
共
施
設
へ
の

交
通
確
保
の
た
め
の
南
北
線
と
廃
止
路
線
の

代
替
を
含
ん
だ
東
西
線
が
必
要
と
の
方
向
性

で
更
に
検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
環
境
保
全
を
目
的
と
し
て

条
例
の
年
度
内
制
定
を
目
指
す

　
水
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
河
川
等
の

水
質
検
査
や
水
源
周
辺
へ
の
ご
み
不
法
投
棄

の
監
視
な
ど
の
施
策
を
講
じ
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
清
浄
な
水
環
境
を

維
持
で
き
る
よ
う
、
町
民
各
位
の
意
識
啓
発

等
を
意
図
し
た
条
例
を
策
定
し
た
い
た
め
、

そ
の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
十
二
月
四

日
、
第
一
回
目
の
検
討
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
年
度

内
の
条
例
制
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
過
徴
収
に
つ
い
て

　
先
般
、
町
及
び
介
護
保
険
事
務
所
双
方
の

事
務
手
続
き
の
不
手
際
か
ら
、
美
郷
町
の
一

部
の
方
々
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
十
月

分
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
税
制
改
正
に

よ
り
保
険
料
が
上
昇
し
た
方
々
に
対
す
る
軽

減
措
置
を
講
ぜ
ず
、
年
金
か
ら
徴
収
す
る
と

い
う
事
態
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
該
当
す
る
四
百
六
十
七
名
の
被
保
険
者
の

皆
様
に
対
し
、
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

再
発
防
止
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
介
護
保
険
事
業
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
該
当
す
る
皆
様
に
は
、
介
護
保
険
事
務
所

よ
り
早
速
お
詫
び
と
過
徴
収
の
内
訳
の
通
知
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可
決
・
同
意
さ
れ
た
主
な
議
案

●
美
郷
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
を

再
任
し
ま
し
た
。

　
泉
　
　
龍
弘 

氏（
下
畑
屋
）

　
小
西
　
弘
蔵 

氏（
米
町
）

　
藤
田
　
　
智 

氏（
上
野
荒
町
）

●
美
郷
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
委
員
の
任
期
満
了
な
ら
び
に
辞
任
に
伴

い
、
次
の
方
々
を
再
任
な
ら
び
に
選
任
し
ま

し
た
。

　
再
任
　
照
井
　
成
一 

氏（
後
三
年
）

　
新
任
　
高
橋
　
　
郷 

氏（
本
道
町
）

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に
次
の
方
を

推
薦
し
ま
し
た
。

　
吉
水
　
是
眞 

氏（
東
高
方
町
）

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
美
郷
町
ア
ク
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
美

郷
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
と
し
て「
株
式
会
社
美
郷

の
大
地
」を
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
指
定
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
第
六
号
に
つ
い
て

　
仙
南
地
区
最
終
処
分
場
場
内
整
備
工
事
の

繰
り
延
べ
に
伴
う
歳
入
歳
出
予
算
の
減
額

（
三
百
八
十
八
万
二
千
円
）、
教
育
施
設
環
境

整
備
に
伴
う
工
事
請
負
費
の
増
額（
二
百
九

十
九
万
円
）な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
千
五

百
三
十
三
万
一
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
十
五
億
二
千
八

百
九
十
七
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
第
二
号

　
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
等
の
増
額

な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
七
百
二
十
四
万
五

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
億
四
千
九
百
四
十
四
万
四

千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
第
三
号

　
六
郷
東
部
地
区
簡
易
水
道
事
業
の
事
業
量

追
加
に
伴
う
歳
入
歳
出
予
算
の
増
額
及
び
人

件
費
の
調
整
な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
三
百
六

十
二
万
九
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
億
三
百
三
十
三
万
一

千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
第
三
号

　
下
水
道
事
業
債
の
増
額
、
公
共
下
水
道
事

業
の
事
業
費
の
組
み
替
え
及
び
人
件
費
の
調

整
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
う
歳
入

歳
出
予
算
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
三
号

　
人
件
費
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
う
歳
入
歳
出
予
算
の
増
減
は
あ
り
ま
せ

ん
。

を
発
送
す
る
と
と
も
に
、
十
一
月
二
十
六

日
、
十
月
に
過
徴
収
し
た
介
護
保
険
料
を
対

象
者
に
還
付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
事
務
所
で
十
二
月
及
び
二
月
の
年
金
か

ら
の
徴
収
に
つ
い
て
徴
収
額
の
変
更
が
で
き

る
か
社
会
保
険
庁
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た

が
、
中
途
で
の
変
更
は
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
年
金
か

ら
の
控
除
額
確
定
デ
ー
タ
を
確
認
後
、
介
護

保
険
事
務
所
で
速
や
か
に
還
付
手
続
き
を

と
っ
て
お
り
ま
す
。

管
内
の
米
の
作
柄
と
集
荷
状
況

　
管
内
の
米
の
作
柄
と
秋
田
統
計
情
報
セ
ン

タ
ー
発
表
県
南
地
区
の
作
況
指
数
で
す
が
、

出
穂
期
以
降
の
異
常
高
温
や
日
照
不
足
、
集

中
豪
雨
な
ど
で
作
柄
が
心
配
さ
れ
た
も
の

の
、
県
南
は
１
０
４
の「
や
や
良
」と
な
り
ま

し
た
。
十
二
月
一
日
現
在
の
米
の
出
荷
状
況

で
す
が
、
美
郷
町
全
体
で
は
六
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
換
算
で
昨
年
よ
り
約
六
千
二
百
俵
多
い
三

十
三
万
九
千
四
百
四
十
九
俵
が
集
荷
さ
れ
、

一
等
米
比
率
は
昨
年
よ
り
一
・
二
ポ
イ
ン
ト

下
降
し
て
九
十
四
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

美
郷
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

進
捗
状
況
は
計
画
ど
お
り

　
八
月
二
十
日
か
ら
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
美
郷
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
十

一
月
末
の
工
事
進
捗
率
は
建
築
部
門
が
五
十

五
％
、
電
気
設
備
五
十
四
％
、
機
械
設
備
八

十
七
％
で
、
計
画
ど
お
り
進
ん
で
お
り
ま

す
。
な
お
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
運
営
で
す

が
、
十
月
二
十
五
日
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し

て
株
式
会
社「
美
郷
の
大
地
」が
設
立
さ
れ
、

代
表
取
締
役
に
畜
産
団
体
の
代
表
が
就
任
し

て
お
り
ま
す
。

全
国
学
習
状
況
調
査

本
町
は
お
お
む
ね
良
好
と
判
断

　
全
国
学
習
状
況
調
査
を
今
年
の
四
月
に
小

学
校
六
年
生
と
中
学
校
三
年
生
を
対
象
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
、
県
の
平
均
と
比
較
し
た
町
の
平
均

と
い
う
形
で
十
月
下
旬
に
県
か
ら
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
対
し
て
は
、
個
票
が
学
校
を
通
じ
て
手
渡

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
実
施
し
た
国
語
、
算
数
・
数
学
の
学

習
状
況
は
、
全
国
と
比
較
し
た
場
合
、
お
お

む
ね
良
好
と
判
断
し
て
い
ま
す
が
、
知
識
・

技
能
等
の「
活
用
」に
係
る
問
題
に
着
目
す
る

と
、
特
に
小
学
校
で
は
今
後
一
層
力
を
付
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
各
学
校
に
お
い
て
実
態
を
分
析
し
、

保
護
者
に
状
況
を
説
明
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
到
達
し
て
い
る
と
判
断
で

き
る
領
域
に
つ
い
て
は
一
層
の
充
実
と
伸
長

を
図
る
と
と
も
に
、
不
足
し
て
い
る
領
域
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
生
徒
や
保
護

者
と
と
も
に
課
題
を
共
有
し
、
速
や
か
に
指

導
方
法
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。


